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○ 第２８期三重教学研究室始動 
１０月６日に第２８期三重教学研究室開校式及び第

１回月例会を開催した。今期は１３名の応募があり

（当日８名出席）、３年間に亘って藤嶽明信室長と共

に研鑚を重ねる。開校にあたり室長より「共に学ぶこ

との意義は他者の領解とその背景を通じて、自身を超

えた教えに出遇い「翻る機縁となること」にありま

す」と挨拶された。                長澤三重教務所長より任命書を受け取る研究員 

月例会における室長講義では前２７期に引き続き『仏説観無量寿経』の講読が進めら

れ、「仏説の中で念仏が「南無阿弥陀仏」として示されていることは稀で、浄土三部経

でも『観経』散善下輩観の２カ所だけです。人間の深い問題である「造罪の身の事実」

を見据えながら、そこに教えられ、呼びかけられていく往生の道が「称南無阿弥陀仏」

であると『観経』はお教え下さっているわけです。宗祖の「愚禿釈親鸞」としての新た

な仏道の出発点となる、法然上人との出遇いの内容も「ただ念仏して」「称南無阿弥陀

仏」です。そういうことがらが端的に六字の名号として『観経』の終わり「下品上生」

と「下品下生」に示されていることは『観経』を学ぶ私たちにとって大変重要で、その

脈絡はよく心して聞いていかねばならない点です」などと示された。その後、講義を受

けて攻究・座談が行われた。《髙》 

 

【第２８期三重教学研究室体制】（任期：２０２３年７月１日～２０２６年６月３０日） 
 
 役職 氏名 組 寺院  役職 氏名 組 寺院 

 室長 藤嶽 明信 三講組 敬善寺 7 

研究員 

檉  歩 中勢 1組 安養寺 

1 主任研究員 髙科 行 長島組 仁了寺 8 原田 浩憲 中勢 1組 託縁寺 
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研究員 

横井 靖 桑名組 佛乘寺 9 森 英雄 中勢 1組 松林寺 

3 小澤真奈美 長島組 信行寺 10 藤本 愛吉 中勢 2組 正寶寺 

4 種村 茂 員弁組 淨泉寺 11 逢坂 勝彦 南勢 1組 空釋寺 

5 横山 大 三重組 聞稱寺 12 藤岡 真 南勢 1組 常德寺 

6 加藤 淳 三重組 盛願寺 13 藤井 基和 南勢 2組 慶法寺 
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○法語ポスターについて（慶讃事業） 
三重教区宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶

讃事業「真宗の仏事の回復に資する事業」の取り組みとして、

昨年に引き続き教区教化委員会にて法語ポスターを作成し、先

月より１種類ずつ当通信に同封しています。 

今月の言葉は、現在教区教化事業の「聖典基礎講座」講師で

あり、昨年１０月に開催した慶讃法要三重教区お待ち受け大会

講師の高柳正裕氏（学仏道場「回光舎」舎主）の言葉です。 

是非、本堂や掲示板に貼っていただき、ご活用ください。 

なお、筆耕は、金森了悟氏（長島組樂圓寺）です。 

 

 

○ 査察委員選挙の当選人について（報告） 
このたび、任期満了にともなう各組における査察委員選挙の結果、次のとおり当選人が

定まりましたのでお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 任期 ２０２３年１０月１日～２０２６年９月３０日（以上 敬称略） 

 

○ 同和問題に取り組む三重県宗教教団連帯会議（三重同宗連）後期研修

会開催－「差別と人間を考える」協議会の現地研修と兼ねて― 
去る１０月１０日から１１日の１泊２日にて、同和問題に取り組む三重県宗教教団連

帯会議（三重同宗連）後期研修会が開催され、７教団２４名が参加しました。（三重教

区からは１４名参加） 

当研修会に先立ち前期研修として６月１９日、「先の大戦に学ぶ」をテーマに、映画

「ドキュメンタリー沖縄戦」視聴及び監督の太田隆文氏の講演による事前学習を行いま

した。「松代大本営」は、第二次世界大戦の末期、軍部が本土決戦の最後の拠点として、

極秘のうちに、大本営、政府各省等をこの地に移すという計画でした。この大本営造営

のために一日でも時間稼ぎするために、住民を巻き込む 20 万人もの犠牲者を出した沖

縄戦となっていったと言われており、三重同宗連として、前期後期と連続性を持たせた

研修会として開催しました。 

氏名 組名 所属寺 

五瀬  勝明 桑名組 佛乘寺 

田鶴浦昭典 長島組 野亨寺 

加藤    滿 員弁組 敎願寺 

田切    忍 三講組 春光寺 

荒木  弘誓 三重組 光泉寺 

田端  哲哉 四日市組 唯福寺 

櫟    行信 中勢１組 緑芳寺 

松井  茂樹 中勢２組 淨得寺 

佐々木達宣 伊賀組 正崇寺 

折戸  芳章 南勢１組 法受寺 

大谷    泰 南勢２組 西善寺 
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当時、沖縄戦が始まり本土決戦が迫ってく

ると昭和天皇の移転先を準備し、日本の敗北

が決定的になってからも、天皇制のシンボル

である「三種の神器」の保管場所をつくろう

と計画するなど、国体護持を目的として、

数々の施設の構築が命じられました。 

大本営移転を実行するために松代では１９

４４年秋から用地買収などの建設準備が進め

られ、同年１１月１１日に最初の発破が行われ  松代大本営でガイドの説明を受ける参加者 

ました。工事は陸軍省中心に西松組、鹿島組などが請け負って施工し、大本営工事であ

ることは秘密にされ、「松代倉庫工事」として、１９４５年８月まで９ヵ月間、松代の

象山、舞鶴山、皆神山を中心に長野盆地一帯で進められました。 

私たちが見学できたのは象山地下壕で、ここに日本政府、NHK、中央電話局などが

移転する予定でした。壕内は高さ４メートル、横幅２．７メートルの通路が十地に連な

り、所々に部屋が作られ、大変広い空間です。この地下壕工事に携わった主体は、朝鮮

人労働者で、多いときは強制労働者を含む６，５００人ほどが劣悪な環境で危険な作業

に従事していました。彼らの食料の支給は十分ではなくわずかな米にこうりゃんを混ぜ

て食べていたそうです。また非常に硬い岩盤を削岩機とダイナマイトで掘削していく危

険な作業が多いのにも関わらず、新しい足袋の支給もなく、足を怪我をしたところから

ウジがわき、高熱を出して死んでいった人も多かったそうです。壁の所々には象山地下

壕には漢字で「大邱(テグ)」、「密城(ミルソン)」(密陽と推定される)と書かれた文字もあ

り、強制動員された朝鮮人たちはそれほど故郷を恋しく思っていたようです。 

こういった話もダイナマイト技術者として働き、１９９１年まで松代に住んでいた故

チェ・ソアム氏などに、地元の有志達を中心に粘り強く聞き取りを行ってきたからで、

この地下壕見学もただの洞窟探検に終わらせてはいけないという思いから、無料で見学

者を受け入れ、地元ボランティアガイドさんがいのちを戦争の愚かさを説明して後世に

伝えようとされています。しかし現在、ガイドは２０名ほどいますが、若い後継者が減

っており心配をされています。この大本営は戦争の砦であったが、後世には平和の砦と

して残していきたいと熱い思いを聞かせていただきました。 

全国水平社創立１００周年記念集会（２０２２年３月３日）において、組坂繁之部

落解放同盟中央執行委員長（当時）は挨拶の中で、ロシアによるウクライナ侵攻に触れ、

「戦争は最大の差別であり人権侵害」と述べられました。さらには、現在パレスチナ・

イスラエル紛争が激化し、多くの犠牲者が出て

います。諸各国は人命より軍備増強を優先し、

我が国においても防衛費増額の方向が示されて

います。このような時代の中、私たちは８０年

前の太平洋戦争から何を学んだのでしょうか。

熱をもって説明してくださるガイドさんによる

その姿勢から、戦争の加害の歴史を風化させず、

二度と同じ悲劇を繰り返してはならないという 

 戦没画学生慰霊美術館「無言館」にて      熱い思いを感じました。《窪》 
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○ 三重教務所長・桑名別院輪番及び書記歓送迎会開催 
去る１０月２０日、三重教務所長・桑名別院輪番及び書記歓送迎会が「ザ フナツ

ヤ」を会場に開催され、教区内住職・坊守・僧侶・門徒、６４名が参加した。 

安田雅前三重教務所長・桑名別院輪番は、

２０２１年７月から２年間、また、曲千那都

前三重教務所書記は、２０２０年８月から３

年間在職した。 

当日は員辨暁三重教区会議長（発起人）の

挨拶、折戸芳章桑名別院責任役員（発起人）

の乾杯の発声で始まり、転任者及び新任者の

挨拶の後、それぞれ在職中の思い出話に花を

咲かせた。 

歓迎会途中には、員辨暁氏制作による写真スライドショーが上映され、最後に、石川

加代子教区坊守会長及び服部華子教区坊守会役員より、安田氏及び曲氏に花束並びに参

加者からの餞別の贈呈があり、最後に林恒男三重教区門徒会長が挨拶を行い閉会した。 

 

○ 大谷大学男子学生専用寮「尾州寮」ご案内 
名古屋別院において、大谷大学男子学生専用寮「尾州寮」を運営しています。この寮

は、大谷大学に通学する東海連区の真宗大谷派寺院子弟であれば入寮することが出来ま

すので、大谷大学入学を検討されているご子息がいる御寺院におきましては、是非ご検

討くださいますようご案内いたします。 

なお、詳細につきましては、別紙案内を同封します。 

 

○ 研修会（公開）のおしらせ 詳細は、三重教区・桑名別院ホームページを参照ください 
 

聖典基礎講座  

◎期  日 ①９月２９日（金）、②１１月３０日（木） 

③２０２４年１月２４日（水）、④３月２７日（水）、５月２９日（水） 

◎時  間 １３：３０ ～ １６：３０ 

◎会  場 三重同朋会館 

※ Zoomを使用したオンライン併用 

◎講  師 高柳 正裕 氏（学仏道場「回光舎」舎主） 

◎テ ー マ 「仏に遇う－真実の自己・世界に遇う－」 

◎参 加 費 ３，０００円（年間５回分） 

◎申し込み 三重教区・桑名別院ホームページ https://mie-betsuin.com//  

      から申し込みください。 

 

 

 

 

https://mie-betsuin.com/　
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D i a l o g u e （ダイアローグ・対話）   ― 教区教化委員会報告― 

○ 教化推進総務会 

・１０月２０日に会議を開催した。協議内容は、（1）教化委員会（各種団体）の進捗状況に

ついて、（2）是旃陀羅問題に関する学習会について、（3）施設教化の展開について、（4）

慶讃事業推進委員会総会について。是旃陀羅問題に関する学習会については、１２月８日

に本山解放運動推進本部による部落差別問題に関する協議会が開催され、その後、２０２

４年２月１日に、三重教学研究室の「課題別学習会」で本山教学研究所長の宮下晴輝氏を

講師に、学習冊子『是旃陀羅問題について』説明をいただく。施設教化の展開については、

三重県内の社会福祉法人より継続的な法話の依頼があったことから、当該施設との懇談を

行ったことが報告され、今後、継続的に実施できる方途を模索する。慶讃事業推進委員会

総会については、１０月３１日に開催する慶讃事業推

進委員会と教区教化委員会の関係性と連携等について

確認した。今後、教区教化委員会にて「１カ寺１カ寺

の活性化・本来化」に向け、教区教化のあり方につい

ての目的や課題が共有され、教区慶讃事業推進につい

ての検討に活かされていきます。 

  協議に引き続き、１１月９日に教区教化委員を対象

に開催予定の「教化事業構築のための学習会プレ講

座」に向けて、総務会委員でシュミレーションを行っ

た。                           ワークショップの様子 

 

○ 得度義務研修会実行委員会 

・１０月２８日に会議を開催した。まず、実行委員会幹事については、伊藤誓英氏を互選し

た。協議内容は今年度の得度義務研修会の日時や講師、研修内容について。今年度の研修

は、２０２４年３月２９日（金）に開催する。講師は、大人の部は片山寛隆氏（三講組相

願寺住職）、子どもの部は内山智廣氏（桑名組大信寺衆徒）が推薦され、それぞれ承諾いた

だいた。また、昨年度研修の反省から、今回は、午前と午後の部を入れ替えて開催するこ

とを確認した。 

 

○ 組門徒会研修実行委員会 

・１０月２０日に会議を開催した。まず、実行委員会幹事については、柴田徹氏を互選した。

協議内容は、組門徒会研修のカリキュラム及びテキスト、講師、学習冊子等について。組

門徒会研修については、従来は教区教化委員会寺族門徒研修小委員会においてカリキュラ

ムや講師についても選定し実施してきたが、講師により研修内容が違うことや、テキスト

が十分に活用されていないという問題点がある為、次期組門徒会研修については、第１～

２回を教区指定講師として決定・派遣し、第３～６回は、組が講師を決定し依頼すること

を確認した。また、桑名別院での研修をカリキュラムに盛り込むよう意見が出され、今後、

検討を重ねる。 
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○ 教区坊守会 

・１０月２日（月）に第４回目の教区坊守会役員会を開催した。 

まず、先般開催された桑名別院報恩講会議において、教区坊守会に協力依頼（接待・放送・

受付）があったため、コロナ前に行われていた「加勢」復活の有無を協議した。その結果、

北勢地区の組より桑名・員弁・長島より各３名、三講・四日市・三重より各２名の加勢依

頼を決定した。次に第１回「坊守講座」開催にあたっての最終確認を行った。また同じく

第２回坊守講座についても、タイムテーブル・役割分担・持ち物等を決めた。「真宗門徒の

集い」（２０２４年６月１９日開催予定）については、開催場所を柿安シティホールに決定

した。また、『坊守会だより』発行のための予算や原稿依頼等を協議した。 

さらに、今年度の坊守会連盟への救援金については、１００円×１６０カ寺として、教区坊

守会会計より１６，０００円（前回より１４，０００円減）とし、連盟へ送金した。最後

に当役員会の会議録保存について、書記を中心に話し合った。 

次回役員会は１１月２４日（金）13：00 から、教務所２階会議室に於いて開催する。 

 

第１回坊守講座開催 

１０月１７日（火）１３：００より三重教務所３階講堂に於

いて、佐賀枝夏文氏を講師に迎え三重教区第１回坊守講座を開

催した。当日の参加人数は会場４８名、Ｚoom での参加は１６

名だった。アフターコロナという流れの中で参加が心配された

が、多くの方々に参加をいただいた。講義について、佐賀枝夏

文先生は、まず自分を「サガエさん」と自己紹介され、会場は

和やかな雰囲気になった。そして、ご自身の人生の起承転結の

話をされた。河合隼雄氏の「むかし話」に例を揚げられ、「人

生の物語は厄介な困り者（トリックスター）にであうことによ

り完結する」と抑えられた。「転」とはすなわち「回心」であ

り、「悪を転じて徳となす」の親鸞の言葉をひかれた。参加者は自分の中の起承転結を重ね

ながら、自分にとってのトリックスターを思い描いたのではないだろうか。 

当日参加者に書いていただいたアンケート（回答率４５％）では、ほとんどの人が「分か

りやすかった」と回答していた。子育て中のお母さんから「子供との距離感を考え直す機会

となりました」等の感想も寄せられた。《石川加代子》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【 住 職 任 命 】 

      桑名組   西福寺 桑原 範人（２０２３年９月２８日就任） 

   南勢２組  立雲寺 藤谷 智史（２０２３年９月２８日就任）  

   員弁組   來遊寺 川瀬 逸美（２０２３年１０月２８日就任） 

   中勢１組  淨福寺 古池 智崇（２０２３年１０月２８日就任） 

【 敬 弔 】 生前のご功労を深謝し謹んで哀悼の意を表します。      

中勢１組 正圓寺 前坊守  蒔田 冨美子（２０２３年１０月１２日寂） 
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11月のテレフォン法話  

１１月 １日～１５日 ･･･山田恵文 （三重組 安正寺 住職） 

１１月１６日～３０日 ･･･片山寛隆 （三講組 相願寺 住職） 
 

 

 

 

 

 

 

○ 参務の交代について 
去る９月２７日、木越内局の一部改造が行われ参務の交代がありましたので、下記の

とおりお知らせします。 

☆ 宗務総長 木越   渉 （きごし わたる） 〈金沢教区 第１１組 光專寺〉 

☆ 参   務 古賀 堅志 （こが けんし） 〈九州教区 大牟田三池組 浄泉寺〉 

□ 担当部門：教育部、研修部（推進員室、帰敬式実践運動推進事務室）、 

親鸞仏教センター 

☆ 参   務 那須 信純 （なす しんじゅん） 〈東京教区 栃木組 慈願寺〉 

［儀式指導研究所長］［首都圏教化推進本部長］ 

□ 担当部門：本廟部（儀式指導研究所）、内事部、組織部（国際室）、 

東京宗務出張所・首都圏教化推進本部 

☆ 参   務 長峯 顕教 （ながみね あきのり） 〈九州教区 大分東組 西福寺〉 

［財務長］ 

□ 担当部門：大谷祖廟事務所（大谷祖廟総合整備事業準備室）、 

出版部（聖教編纂室）、財務部（財産管理室） 

☆ 参   務 佐々木 高 （ささき たかし） 〈能登教区 第１３組 長福寺〉 

［宗務改革推進本部長］ 

□ 担当部門：総務部、宗務改革推進本部 

☆ 参    務 西受 秀文 （にしうけ ひでふみ） 

       〈大阪教区 第８組 受西寺〉 

［解放運動推進本部長］［青少幼年センター長］ 

□ 担当部門：企画調整局、解放運動推進本部

（女性室）、青少幼年センター、教学研究所 

 

 

 
２４時間 いつでも どこでも テレホン法話 

          ☎（0594）23-6191 

  

心をひらく  

前列左から古賀参務、木越宗務総長、那須参務 

後列左から佐々木参務、長峯参務、西受参務 
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『命終（伝道ブックス89）』 

                蒲池勢至 著 330円（税込） 

 

妻の命終をきっかけに、亡き人のゆくえを問い求めてきた著者の葛藤

を克明に語る一冊。愛しさと悲しみのつのる中、中陰や毎日のお勤め、

民俗学者として出会う伝承の言葉をとおして、「南無阿弥陀仏」の声の

中に亡き人と出遇ってゆける、という思いに至るまでの心の変遷をつづ

る。 

 

 

今月の法語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴耕雨読（教務所員から） 

教務所嘱託：安藤 みゆき 

 

以前から、我が家は野球好きという事もあり、シーズン中はプロ野球の放送を見ることが多

いのでその影響と、また今年は WBC もありましたので、小学 3 年生になる孫が、野球が大

好きになりついに少年野球のチームに入りました。 

土日はほとんど朝から 4 時頃まで練習をしています。家の息子もそれくらいの年齢で始め、

練習や試合を見に行っていた事を懐かしく思い出しました。 

その頃は、よく毎週ずっと練習や試合、子どもたちの送り向かいをしていたなと・・・ 

今また、娘が送れないときは私が手伝っていますが、中々大変ですね。 

でも、孫を見ていると、とても楽しそうで、今日は、バットに当たらなかったとか、キャッ

チがうまくできなかったとか話してくれます。身体もまだ小さいほうなので、失敗も多いみた

いですが、本人はそれでも楽しいと言っています。 

また、テレビを見ながら一緒に選手の応援歌を歌ったり、チームの事など、だいぶ詳しく話

が出来るようになってきたので、嬉しく思います。 

このまま、高学年まで続けてくれるのを楽しみにしているばあばです。 

 

脚光を浴びたいなら俳優に、 

問題を解決したいなら研究者になることを 

おすすめします。 

２０２３年度ノーベル生理学・医学賞受賞 カタリン・カリコ（1955－） 
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MONTHLY CALENDAR 三重教区１１月行事予定表  Mie MONTHLY CALENDAR 
  

① ご坊さんだより ②法語ポスター ③大谷大学男子学生専用寮「尾州寮」ご案内 

 

11月以降（4 ヵ月）の行事予定は、ホームページで公開していますのでご確認ください。 

ＱＲコードはこちら➡ 

日 曜 行事内容 

1 水  

2 木  

3 金  

4 土  

5 日  

6 月  

7 火  

8 水 第１１次特伝第５ブロック座談会学習会①13：30- 

9 木 教化事業策定のための学習会 13：30- 

10 金 合唱団「ひかり」練習日 13：00-（於：聞光殿） 

11 土  

12 日  

13 月  

14 火  

15 水  

16 木  

17 金 真宗教団連合三重県支部理事会 13：30-（高田本山宗務院） 

18 土  

19 日 四日市組特伝フォローアップ研修会 14：00-（於：本誓寺） 

20 月  

21 火 真宗本廟 御正忌報恩講（～２８日まで） 

22 水  

23 木  

24 金 坊守会役員会 13：00- 

25 土  

26 日  

27 月  

28 火  

29 水  

30 木 聖典基礎講座②13：30- 


